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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月30日(2017.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５４】
　実施形態の精神又は範囲を逸脱しない範囲で、本実施形態に様々な変更及び変形をする
ことができることは、当業者にとって明らかである。したがって、本実施形態は、添付の
特許請求の範囲及びその均等物の範囲内である限りにおいて、本発明の変更及び変形をカ
バーすることが意図されている。以下、本発明の実施形態の例を列記する。
〔１〕
　複数の弁尖を含む人工弁であって、それぞれの前記弁尖は、弁尖第一側部領域と、前記
弁尖第一側部領域の反対側の弁尖第二側部領域とを含み、前記弁尖第一側部領域の少なく
とも第一の部分は第一の厚みを有し、第二側部領域は第二の厚みを有し、前記第一の厚み
は前記第二の厚みよりも厚い、人工弁。
〔２〕
　開放位置にあるとき、前記弁尖第一側部領域は、前記弁尖第二側部領域と比較して、幾
何学的開口面積への寄与がより小さい、項目１に記載の人工弁。
〔３〕
　３５０ｍＬ／秒以下の前方流の間、前記弁尖第二側部領域は、前記弁尖第一側部領域よ
り更に開く、項目２に記載の人工弁。
〔４〕
　開放位置にあるとき、前記弁尖第一側部領域は、前記弁尖第二側部領域と比較して、幾
何学的開口面積への寄与が最高で７０パーセント小さい、項目２に記載の人工弁。
〔５〕
　前記弁尖第一側部領域は第一の曲げ剛性を有し、前記弁尖第二側部領域は第二の曲げ剛
性を有し、前記第一の曲げ剛性は前記第二の曲げ剛性より高い、項目１に記載の人工弁。
〔６〕
　前記弁尖は複合材料の少なくとも一つの層を含み、前記第一側部領域の少なくとも前記
第一の部分は、前記第二側部領域よりも多くの複合材料の層を含む、項目１に記載の人工
弁。
〔７〕
　前記第一の厚みは、前記弁尖第二側部領域の前記第二の厚みよりも最高で１０倍厚い、
項目６に記載の人工弁。
〔８〕
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　前記第一の厚みが２８０マイクロメートル以上であり、前記第二の厚みが２５マイクロ
メートル以上である、項目７に記載の人工弁。
〔９〕
　前記第一の厚みが前記第二の厚みの１１０％より厚い、項目１に記載の人工弁。
〔１０〕
　前記弁尖第一側部領域の少なくとも前記第一の部分が弁尖強化部材を更に含み、前記弁
尖強化部材は、前記弁尖第一側部領域の前記第一の部分に、前記弁尖第二側部領域の第二
の曲げ剛性より高い第一の曲げ剛性を提供することができる、項目６に記載の人工弁。
〔１１〕
　前記弁尖強化部材は、前記弁尖第一側部領域の少なくとも前記第一の部分に連結した、
複合材料の少なくとも一つの層を含む、項目１０に記載の人工弁。
〔１２〕
　前記弁尖がポリマー材料を含む、項目１に記載の人工弁。
〔１３〕
　前記人工弁は、一般に管形状を有する弁尖フレームを更に含み、前記弁尖フレームは複
数の弁尖窓を画定し、前記弁尖窓のそれぞれは、弁尖窓第一側部と、前記弁尖窓第一側部
の反対側の弁尖窓第二側部と、これらの間の弁尖窓基部とを含み、一つの弁尖窓の弁尖窓
側部は隣接する弁尖窓の弁尖窓側部と相互接続しており、
　前記複数の弁尖は前記弁尖フレームに連結しており、それぞれの前記弁尖は、自由端と
、前記自由端の反対側であり前記弁尖窓基部に連結した基部と、前記弁尖第一側部領域及
び前記弁尖第二側部領域の間の弁尖中央領域とを含み、前記弁尖第一側部領域は前記弁尖
窓第一側部に連結しており、前記弁尖第二側部領域は前記弁尖窓第二側部に連結している
、項目１に記載の人工弁。
〔１４〕
　２つの隣接する弁尖窓第一側部及び弁尖窓第二側部は接合部ポストで終端し、前記弁尖
第一側部領域は前記弁尖窓第一側部に連結しており、前記弁尖第二側部領域は前記弁尖窓
第二側部に連結しており、前記弁尖中央領域は前記弁尖窓基部に連結している、項目１３
に記載の人工弁。
〔１５〕
　それぞれの前記弁尖は、自由端と、前記自由端の反対側であり前記弁尖窓基部に連結し
た基部とを含み、前記弁尖強化部材は前記弁尖の前記自由端に延在する、項目１３に記載
の人工弁。
〔１６〕
　前記人工弁は、一般に管形状を有する弁尖フレームを更に含み、前記弁尖フレームは、
複数の弁尖窓を画定し、前記弁尖窓のそれぞれは、弁尖窓第一側部と、前記弁尖窓第一側
部の反対側であり前記弁尖窓第一側部に連結した弁尖窓第二側部とを含み、一つの弁尖窓
の弁尖窓側部は隣接する弁尖窓の弁尖窓側部と相互接続しており、
　弁尖強化部材が前記弁尖窓第一側部に連結しており、
　前記複数の弁尖は前記弁尖フレームに連結しており、それぞれの前記弁尖は、前記弁尖
窓第一側部及び前記弁尖窓第二側部に渡って延在する自由端を含み、前記弁尖第一側部領
域は、前記弁尖第一側部領域を前記弁尖第二側部領域より剛性にしている弁尖強化部材に
連結している、項目１に記載の人工弁。
〔１７〕
　２つの隣接する弁尖窓第一側部及び弁尖窓第二側部は接合部ポストで終端しており、前
記弁尖第一側部領域は前記弁尖窓第一側部に連結しており、前記弁尖第二側部領域は前記
弁尖窓第二側部に連結している、項目１６に記載の人工弁。
〔１８〕
　前記接合部ポストのそれぞれから延在する垂直部材を更に含む、項目１７に記載の人工
弁。
〔１９〕
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　前記弁尖フレームは、実質的に台形形状を有する３つの相互接続した弁尖窓を画定する
、項目１６に記載の人工弁。
〔２０〕
　前記弁尖がポリマー材料を含む、項目１に記載の人工弁。
〔２１〕
　前記弁尖が積層体を含む、項目２０に記載の人工弁。
〔２２〕
　前記積層体は、フルオロポリマー膜の層を一つより多く有する、項目２１に記載の人工
弁。
〔２３〕
　前記弁尖が、複数の細孔を有する少なくとも一つのフルオロポリマー膜を有するフィル
ムを含み、前記少なくとも一つのフルオロポリマー膜の前記細孔の実質的に全ての中にエ
ラストマーが存在する、項目２０に記載の人工弁。
〔２４〕
　前記フィルムに含まれるフルオロポリマー膜は約８０質量％未満である、項目２３に記
載の人工弁。
〔２５〕
　前記エラストマーは、（パー）フルオロアルキルビニルエーテル（ＰＡＶＥ）を含む、
項目２３に記載の人工弁。
〔２６〕
　前記エラストマーは、テトラフルオロエチレンとパーフルオロメチルビニルエーテルと
のコポリマーを含む、項目２３に記載の人工弁。
〔２７〕
　前記フルオロポリマー膜がｅＰＴＦＥを含む、項目２３に記載の人工弁。
〔２８〕
　複数の弁尖を含む人工弁であって、それぞれの前記弁尖は、弁尖第一側部領域と、前記
弁尖第一側部領域の反対側の弁尖第二側部領域とを画定し、それぞれの前記弁尖は、弁尖
基部と、前記弁尖基部の反対側の弁尖自由端を画定し、それぞれの前記弁尖第一側部領域
は、隣接する弁尖の前記弁尖第二側部領域に継ぎ目で連結しており、前記複数の弁尖のそ
れぞれの前記弁尖基部は共に開口部を画定し、前記弁尖が全開位置にあるとき、前記弁尖
第二側部領域の少なくとも一つは、前記弁尖第一側部領域よりも開口部内に更に延在する
、人工弁。
〔２９〕
　前記弁尖が開放位置にあるとき、前記弁尖第一側部領域のそれぞれは、前記弁尖第二側
部領域のそれぞれよりも開口部内に更に延在する、項目２８に記載の人工弁。
〔３０〕
　それぞれの前記弁尖は、弁尖第一側部によって画定される前記弁尖第一側部領域を含み
、それぞれの前記弁尖は、弁尖第二側部によって画定される前記弁尖第二側部領域を含む
、項目２８に記載の人工弁。
〔３１〕
　開放位置にあるとき、前記弁尖第一側部領域は、前記弁尖第二側部領域と比較して、幾
何学的開口面積への寄与が小さい、項目２８に記載の人工弁。
〔３２〕
　３５０ｍＬ／秒以下の前方流の間、前記弁尖第二側部領域は、前記弁尖第一側部領域よ
り更に開く、項目３１に記載の人工弁。
〔３３〕
　開放位置にあるとき、前記弁尖第一側部領域は、前記弁尖第二側部領域と比較して、幾
何学的開口面積への寄与が最高で７０パーセント小さい、項目３１に記載の人工弁。
〔３４〕
　前記弁尖第一側部領域は第一の曲げ剛性を有し、前記弁尖第二側部領域は第二の曲げ剛
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性を有し、前記第一の曲げ剛性は前記第二の曲げ剛性より高い、項目２８に記載の人工弁
。
〔３５〕
　前記弁尖が複合材料の少なくとも一つの層を含み、前記第一側部領域の少なくとも第一
の部分は、前記第二側部領域より多くの複合材料の層を含む、項目２８に記載の人工弁。
〔３６〕
　前記弁尖第一側部領域の前記第一の部分の第一の厚みは、前記弁尖第二側部領域の第二
の厚みより最高で１０倍厚い、項目３５に記載の人工弁。
〔３７〕
　前記第一の厚みは２８０マイクロメートル以上であり、前記弁尖第二側部領域の第二の
厚みは２５マイクロメートル以上である、項目３６に記載の人工弁。
〔３８〕
　前記弁尖第一側部領域の第一の厚みは、前記弁尖第二側部領域の第二の厚みの１１０％
より厚い、項目２８に記載の人工弁。
〔３９〕
　前記弁尖第一側部領域の少なくとも前記第一の部分が弁尖強化部材を更に含み、前記弁
尖強化部材は、前記弁尖第一側部領域の前記第一の部分に、前記弁尖第二側部領域の第二
の曲げ剛性より高い第一の曲げ剛性を提供することができる、項目３５に記載の人工弁。
〔４０〕
　前記弁尖強化部材は、前記弁尖第一側部領域の少なくとも前記第一の部分に連結した、
複合材料の少なくとも一つの層を含む、項目３９に記載の人工弁。
〔４１〕
　前記弁尖がポリマー材料を含む、項目２８に記載の人工弁。
〔４２〕
　前記人工弁は、一般に管形状を有する弁尖フレームを更に含み、前記弁尖フレームは複
数の弁尖窓を画定し、前記弁尖窓のそれぞれは、弁尖窓第一側部と、前記弁尖窓第一側部
の反対側の弁尖窓第二側部と、これらの間の弁尖窓基部とを含み、一つの弁尖窓の弁尖窓
側部は隣接する弁尖窓の弁尖窓側部と相互接続しており、
　前記複数の弁尖は前記弁尖フレームに連結しており、それぞれの前記弁尖は、自由端と
、前記自由端の反対側であり前記弁尖窓基部に連結した基部と、前記弁尖第一側部領域及
び前記弁尖第二側部領域の間の弁尖中央領域とを含み、前記弁尖第一側部領域は前記弁尖
窓第一側部に連結しており、前記弁尖第二側部領域は前記弁尖窓第二側部に連結している
、項目２８に記載の人工弁。
〔４３〕
　２つの隣接する弁尖窓第一側部及び弁尖窓第二側部は接合部ポストで終端し、前記弁尖
第一側部領域は前記弁尖窓第一側部に連結しており、前記弁尖第二側部領域は前記弁尖窓
第二側部に連結しており、前記弁尖中央領域は前記弁尖窓基部に連結している、項目４２
に記載の人工弁。
〔４４〕
　前記弁尖強化部材が前記弁尖の自由端に延在している、項目４１に記載の人工弁。
〔４５〕
　前記人工弁は、一般に管形状を有する弁尖フレームを更に含み、前記弁尖フレームは複
数の弁尖窓を画定し、前記弁尖窓のそれぞれは、弁尖窓第一側部と、前記弁尖窓第一側部
の反対側であって前記弁尖窓第一側部に連結した弁尖窓第二側部とを含み、一つの弁尖窓
の弁尖窓側部は隣接する弁尖窓の弁尖窓側部と相互接続しており、
　弁尖強化部材が前記弁尖窓第一側部に連結しており、
　前記複数の弁尖は前記弁尖フレームに連結しており、それぞれの前記弁尖は、前記弁尖
窓第一側部及び前記弁尖窓第二側部に渡って延在する自由端を含み、前記弁尖第一側部領
域は、前記弁尖第一側部領域を前記弁尖第二側部領域より剛性にしている弁尖強化部材に
連結している、項目２８に記載の人工弁。
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〔４６〕
　２つの隣接する弁尖窓第一側部及び弁尖窓第二側部は接合部ポストで終端しており、前
記弁尖第一側部領域は前記弁尖窓第一側部に連結しており、前記弁尖第二側部領域は前記
弁尖窓第二側部に連結している、項目４５に記載の人工弁。
〔４７〕
　前記接合部ポストのそれぞれから延在する垂直部材を更に含む、項目４６に記載の人工
弁。
〔４８〕
　前記弁尖フレームは、実質的に台形形状を有する３つの相互接続した弁尖窓を画定する
、項目４５に記載の人工弁。
〔４９〕
　前記弁尖がポリマー材料を含む、項目４５に記載の人工弁。
〔５０〕
　前記弁尖が積層体を含む、項目４９に記載の人工弁。
〔５１〕
　前記積層体は、フルオロポリマー膜の層を一つより多く有する、項目５０に記載の人工
弁。
〔５２〕
　前記弁尖が、複数の細孔を有する少なくとも一つのフルオロポリマー膜を有するフィル
ムを含み、前記少なくとも一つのフルオロポリマー膜の前記細孔の実質的に全ての中にエ
ラストマーが存在する、項目４９に記載の人工弁。
〔５３〕
　前記フィルムに含まれるフルオロポリマー膜は約８０質量％未満である、項目５２に記
載の人工弁。
〔５４〕
　前記エラストマーは、（パー）フルオロアルキルビニルエーテル（ＰＡＶＥ）を含む、
項目５２に記載の人工弁。
〔５５〕
　前記エラストマーは、テトラフルオロエチレンとパーフルオロメチルビニルエーテルと
のコポリマーを含む、項目５２に記載の人工弁。
〔５６〕
　前記フルオロポリマー膜がｅＰＴＦＥを含む、項目５２に記載の人工弁。
〔５７〕
　複数の弁尖を含む人工弁であって、それぞれの前記弁尖は、弁尖第一側部領域と、前記
弁尖第一側部領域の反対側の弁尖第二側部領域とを含み、前記弁尖第一側部領域は、前記
第二側部領域の第二の曲げ剛性より高い第一の曲げ剛性を有し、それぞれの前記弁尖は非
対称に開き、前記弁尖第二側部領域は前記弁尖第一側部領域の前に開き始めることができ
、前記弁尖第一側部領域は弁尖第二側部領域の前に閉じ始めることができ、第一の弁尖の
前記弁尖第一側部領域は、隣接する弁尖の弁尖第二側部領域に連結している、人工弁。
〔５８〕
　前記弁尖は開口部を画定し、前記弁尖が開放位置にあるとき、前記弁尖第一側部領域の
それぞれは、前記弁尖第二側部領域のそれぞれよりも前記開口部内に更に延在する、項目
５７に記載の人工弁。
〔５９〕
　それぞれの前記弁尖は、弁尖第一側部によって画定される前記弁尖第一側部領域を含み
、それぞれの前記弁尖は、弁尖第二側部によって画定される前記弁尖第二側部領域を含む
、項目５７に記載の人工弁。
〔６０〕
　開放位置にあるとき、前記弁尖第一側部領域は、前記弁尖第二側部領域と比較して、幾
何学的開口面積への寄与が小さい、項目５７に記載の人工弁。
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〔６１〕
　３５０ｍＬ／秒以下の前方流の間、前記弁尖第二側部領域は、前記弁尖第一側部領域よ
り更に開く、項目６０に記載の人工弁。
〔６２〕
　開放位置にあるとき、前記弁尖第一側部領域は、前記弁尖第二側部領域と比較して、幾
何学的開口面積への寄与が最高で７０パーセント小さい、項目６０に記載の人工弁。
〔６３〕
　前記弁尖が複合材料の少なくとも一つの層を含み、前記第一側部領域の少なくとも第一
の部分は、前記第二側部領域より多くの複合材料の層を含む、項目５７に記載の人工弁。
〔６４〕
　前記弁尖第一側部領域の前記第一の部分の第一の厚みは、弁尖第二側部領域の第二の厚
みより最高で１０倍厚い、項目６３に記載の人工弁。
〔６５〕
　前記弁尖第一側部領域の第一の厚みは２８０マイクロメートル以上であり、前記弁尖第
二側部領域の第二の厚みは２５マイクロメートル以上である、項目６３に記載の人工弁。
〔６６〕
　前記弁尖第一側部領域の第一の厚みは、前記弁尖第二側部領域の第二の厚みの１１０％
より厚い、項目５７に記載の人工弁。
〔６７〕
　前記弁尖第一側部領域の少なくとも前記第一の部分が弁尖強化部材を更に含み、前記弁
尖強化部材は、前記弁尖第一側部領域の前記第一の部分に、前記弁尖第二側部領域の第二
の曲げ剛性より高い第一の曲げ剛性を提供することができる、項目６３に記載の人工弁。
〔６８〕
　前記弁尖強化部材は、前記弁尖第一側部領域の少なくとも前記第一の部分に連結した複
合材料の少なくとも一つの層を含む、項目６７に記載の人工弁。
〔６９〕
　前記弁尖がポリマー材料を含む、項目５７に記載の人工弁。
〔７０〕
　前記人工弁は、一般に管形状を有する弁尖フレームを更に含み、前記弁尖フレームは複
数の弁尖窓を画定し、前記弁尖窓のそれぞれは、弁尖窓第一側部と、前記弁尖窓第一側部
の反対側の弁尖窓第二側部と、これらの間の弁尖窓基部とを含み、一つの弁尖窓の弁尖窓
側部は隣接する弁尖窓の弁尖窓側部と相互接続しており、
　前記複数の弁尖は前記弁尖フレームに連結しており、それぞれの前記弁尖は、自由端と
、前記自由端の反対側であり前記弁尖窓基部に連結した基部と、前記弁尖第一側部領域及
び前記弁尖第二側部領域の間の弁尖中央領域とを含み、前記弁尖第一側部領域は前記弁尖
窓第一側部に連結しており、前記弁尖第二側部領域は前記弁尖窓第二側部に連結している
、項目５７に記載の人工弁。
〔７１〕
　２つの隣接する弁尖窓第一側部及び弁尖窓第二側部は接合部ポストで終端し、前記弁尖
第一側部領域は前記弁尖窓第一側部に連結しており、前記弁尖第二側部領域は前記弁尖窓
第二側部に連結しており、前記弁尖中央領域は前記弁尖窓基部に連結している、項目７０
に記載の人工弁。
〔７２〕
　それぞれの前記弁尖は自由端と、前記自由端の反対側であり前記弁尖窓基部に連結した
基部とを含み、前記弁尖強化部材は前記弁尖の前記自由端に延在する、項目７０に記載の
人工弁。
〔７３〕
　前記人工弁は、一般に管形状を有する弁尖フレームを更に含み、前記弁尖フレームは複
数の弁尖窓を画定し、前記弁尖窓のそれぞれは、弁尖窓第一側部と、前記弁尖窓第一側部
の反対側であり前記弁尖窓第一側部に連結した弁尖窓第二側部とを含み、一つの弁尖窓の
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弁尖窓側部は隣接する弁尖窓の弁尖窓側部と相互接続しており、
　弁尖強化部材が前記弁尖窓第一側部に連結しており、
　前記複数の弁尖は前記弁尖フレームに連結しており、それぞれの前記弁尖は、前記弁尖
窓第一側部及び前記弁尖窓第二側部に渡って延在する自由端を含み、前記弁尖第一側部領
域は、前記弁尖第一側部領域を前記弁尖第二側部領域より剛性にしている弁尖強化部材に
連結している、項目５７に記載の人工弁。
〔７４〕
　２つの隣接する弁尖窓第一側部及び弁尖窓第二側部は接合部ポストで終端しており、前
記弁尖第一側部領域は前記弁尖窓第一側部に連結しており、前記弁尖第二側部領域は前記
弁尖窓第二側部に連結している、項目７２に記載の人工弁。
〔７５〕
　前記接合部ポストのそれぞれから延在する垂直部材を更に含む、項目７４に記載の人工
弁。
〔７６〕
　前記弁尖フレームは、実質的に台形形状を有する３つの相互接続した弁尖窓を画定する
、項目７３に記載の人工弁。
〔７７〕
　前記弁尖がポリマー材料を含む、項目５７に記載の人工弁。
〔７８〕
　前記弁尖が積層体を含む、項目７６に記載の人工弁。
〔７９〕
　前記積層体はフルオロポリマー膜の層を一つより多く有する、項目７８に記載の人工弁
。
〔８０〕
　前記弁尖は、複数の細孔を有する少なくとも一つのフルオロポリマー膜を有するフィル
ムを含み、前記少なくとも一つのフルオロポリマー膜の前記細孔の実質的に全ての中にエ
ラストマーが存在する、項目７６に記載の人工弁。
〔８１〕
　前記フィルムに含まれるフルオロポリマー膜は約８０質量％未満である、項目８０に記
載の人工弁。
〔８２〕
　前記エラストマーは、（パー）フルオロアルキルビニルエーテル（ＰＡＶＥ）を含む、
項目８０に記載の人工弁。
〔８３〕
　前記エラストマーは、テトラフルオロエチレンとパーフルオロメチルビニルエーテルと
のコポリマーを含む、項目８０に記載の人工弁。
〔８４〕
　前記フルオロポリマー膜がｅＰＴＦＥを含む、項目７９に記載の人工弁。
〔８５〕
　人工弁を形成する方法であって：
　一般に管形状を有する弁尖フレームを提供することであって、前記弁尖フレームはフレ
ーム外面と複数の弁尖窓とを画定し、前記弁尖窓のそれぞれは、弁尖窓第一側部と、前記
弁尖窓第一側部の反対側の弁尖窓第二側部と、弁尖窓基部と、弁尖窓上部とを含む、こと
と；
　フィルムを提供することと；
　マンドレルを提供することと；
　前記マンドレルの周りに第一のフィルム層を管形状に巻回することと；
　前記第一のフィルム層上に前記弁尖フレームを置くことと；
　前記フレーム上に前記第一のフィルムを外転させて、前記組立体を画定している前記フ
レーム外面を覆うことと；
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　前記組立体を熱セットすることと；
　前記第一のフィルム層をトリミングして、前記弁尖窓第一側部に隣接して従属する弁尖
第一側部領域の少なくとも一部である弁尖強化部材を画定し、弁尖中央領域及び弁尖第二
側部領域を実質的に画定する前記弁尖窓から前記第一のフィルム層を除去することと；
　前記弁尖窓内の前記弁尖窓第二側部の約０．５～１．０ｍｍ以内で前記第一のフィルム
層をトリミングすることと；
　前記弁尖第一側部領域の少なくとも一部を画定し、前記弁尖第二側部領域を実質的に画
定する前記弁尖窓から前記第一のフィルム層を除去することと；
　前記弁尖フレーム上に前記第二のフィルム層を形成することと；
　前記組立体を熱セットすることと；
　前記マンドレル上に前記組立体を受容することと；
　前記フィルムを前記弁尖窓上部に渡って前記弁尖窓内に切ることと
を含む、方法。
〔８６〕
　前記弁尖フレームの周りに前記フィルムを巻回することは、第二のフィルムを前記弁尖
フレームの内面の周りに巻回し、第三のフィルムを前記弁尖フレームの外面の周りに巻回
することを含み、前記弁尖は、前記弁尖窓内で共に連結した前記第二のフィルム及び前記
第三のフィルムによって画定される、項目８５に記載の人工弁を形成する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の弁尖を含む人工弁であって、それぞれの前記弁尖は、弁尖第一側部領域と、前記
弁尖第一側部領域の反対側の弁尖第二側部領域とを含み、前記弁尖第一側部領域の少なく
とも第一の部分は第一の厚みを有し、前記弁尖第二側部領域は第二の厚みを有し、前記第
一の厚みは前記第二の厚みよりも厚い、人工弁。
【請求項２】
　複数の弁尖を含む人工弁であって、それぞれの前記弁尖は、弁尖第一側部領域と、前記
弁尖第一側部領域の反対側の弁尖第二側部領域とを画定し、それぞれの前記弁尖は、弁尖
基部と、前記弁尖基部の反対側の弁尖自由端を画定し、それぞれの前記弁尖第一側部領域
は、隣接する弁尖の前記弁尖第二側部領域に継ぎ目で連結しており、前記複数の弁尖のそ
れぞれの前記弁尖基部は共に開口部を画定し、前記弁尖が全開位置にあるとき、前記弁尖
第二側部領域の少なくとも一つは、前記弁尖第一側部領域よりも開口部内に更に延在する
、人工弁。
【請求項３】
　複数の弁尖を含む人工弁であって、それぞれの前記弁尖は、弁尖第一側部領域と、前記
弁尖第一側部領域の反対側の弁尖第二側部領域とを含み、前記弁尖第一側部領域は、前記
弁尖第二側部領域の第二の曲げ剛性より高い第一の曲げ剛性を有し、それぞれの前記弁尖
は非対称に開き、前記弁尖第二側部領域は前記弁尖第一側部領域の前に開き始めることが
でき、前記弁尖第一側部領域は弁尖第二側部領域の前に閉じ始めることができ、第一の弁
尖の前記弁尖第一側部領域は、隣接する弁尖の弁尖第二側部領域に連結している、人工弁
。
【請求項４】
　前記弁尖が開放位置にあるとき、前記弁尖第一側部領域のそれぞれは、前記弁尖第二側
部領域のそれぞれよりも開口部内に更に延在する、請求項２又は３に記載の人工弁。
【請求項５】
　それぞれの前記弁尖は、弁尖第一側部によって画定される前記弁尖第一側部領域を含み
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、それぞれの前記弁尖は、弁尖第二側部によって画定される前記弁尖第二側部領域を含む
、請求項２又は３に記載の人工弁。
【請求項６】
　開放位置にあるとき、前記弁尖第一側部領域は、前記弁尖第二側部領域と比較して、幾
何学的開口面積への寄与がより小さい、請求項１～３のいずれか一項に記載の人工弁。
【請求項７】
　３５０ｍＬ／秒以下の前方流の間、前記弁尖第二側部領域は、前記弁尖第一側部領域よ
り更に開く、請求項６に記載の人工弁。
【請求項８】
　開放位置にあるとき、前記弁尖第一側部領域は、前記弁尖第二側部領域と比較して、幾
何学的開口面積への寄与が最高で７０パーセント小さい、請求項６に記載の人工弁。
【請求項９】
　前記弁尖第一側部領域は第一の曲げ剛性を有し、前記弁尖第二側部領域は第二の曲げ剛
性を有し、前記第一の曲げ剛性は前記第二の曲げ剛性より高い、請求項１又は２に記載の
人工弁。
【請求項１０】
　前記弁尖は複合材料の少なくとも一つの層を含み、前記弁尖第一側部領域の少なくとも
前記第一の部分は、前記弁尖第二側部領域よりも多くの複合材料の層を含む、請求項１～
３のいずれか一項に記載の人工弁。
【請求項１１】
　前記弁尖第一側部領域の前記第一の部分は第一の厚みを有し、前記第一の厚みは、前記
弁尖第二側部領域の前記第二の厚みよりも最高で１０倍厚い、請求項１０に記載の人工弁
。
【請求項１２】
　前記第一の厚みが２８０マイクロメートル以上であり、前記第二の厚みが２５マイクロ
メートル以上である、請求項１１に記載の人工弁。
【請求項１３】
　前記弁尖第一側部領域の前記第一の部分は第一の厚みを有し、前記第一の厚みが前記弁
尖第二側部領域の前記第二の厚みの１１０％より厚い、請求項１～３のいずれか一項に記
載の人工弁。
【請求項１４】
　前記弁尖第一側部領域の少なくとも前記第一の部分が弁尖強化部材を更に含み、前記弁
尖強化部材は、前記弁尖第一側部領域の前記第一の部分に、前記弁尖第二側部領域の第二
の曲げ剛性より高い第一の曲げ剛性を提供することができる、請求項１０に記載の人工弁
。
【請求項１５】
　前記弁尖強化部材は、前記弁尖第一側部領域の少なくとも前記第一の部分に連結した、
複合材料の少なくとも一つの層を含む、請求項１４に記載の人工弁。
【請求項１６】
　前記弁尖がポリマー材料を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の人工弁。
【請求項１７】
　前記人工弁は、一般に管形状を有する弁尖フレームを更に含み、前記弁尖フレームは複
数の弁尖窓を画定し、前記弁尖窓のそれぞれは、弁尖窓第一側部と、前記弁尖窓第一側部
の反対側の弁尖窓第二側部と、これらの間の弁尖窓基部とを含み、一つの弁尖窓の弁尖窓
側部は隣接する弁尖窓の弁尖窓側部と相互接続しており、
　前記複数の弁尖は前記弁尖フレームに連結しており、それぞれの前記弁尖は、自由端と
、前記自由端の反対側であり前記弁尖窓基部に連結した基部と、前記弁尖第一側部領域及
び前記弁尖第二側部領域の間の弁尖中央領域とを含み、前記弁尖第一側部領域は前記弁尖
窓第一側部に連結しており、前記弁尖第二側部領域は前記弁尖窓第二側部に連結している
、請求項１～３のいずれか一項に記載の人工弁。
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【請求項１８】
　２つの隣接する弁尖窓第一側部及び弁尖窓第二側部は接合部ポストで終端し、前記弁尖
第一側部領域は前記弁尖窓第一側部に連結しており、前記弁尖第二側部領域は前記弁尖窓
第二側部に連結しており、前記弁尖中央領域は前記弁尖窓基部に連結している、請求項１
７に記載の人工弁。
【請求項１９】
　それぞれの前記弁尖は、自由端と、前記自由端の反対側であり前記弁尖窓基部に連結し
た基部とを含み、前記弁尖強化部材は前記弁尖の前記自由端に延在する、請求項１７に記
載の人工弁。
【請求項２０】
　前記人工弁は、一般に管形状を有する弁尖フレームを更に含み、前記弁尖フレームは、
複数の弁尖窓を画定し、前記弁尖窓のそれぞれは、弁尖窓第一側部と、前記弁尖窓第一側
部の反対側であり前記弁尖窓第一側部に連結した弁尖窓第二側部とを含み、一つの弁尖窓
の弁尖窓側部は隣接する弁尖窓の弁尖窓側部と相互接続しており、
　弁尖強化部材が前記弁尖窓第一側部に連結しており、
　前記複数の弁尖は前記弁尖フレームに連結しており、それぞれの前記弁尖は、前記弁尖
窓第一側部及び前記弁尖窓第二側部に渡って延在する自由端を含み、前記弁尖第一側部領
域は、前記弁尖第一側部領域を前記弁尖第二側部領域より剛性にしている弁尖強化部材に
連結している、請求項１～３のいずれか一項に記載の人工弁。
【請求項２１】
　２つの隣接する弁尖窓第一側部及び弁尖窓第二側部は接合部ポストで終端しており、前
記弁尖第一側部領域は前記弁尖窓第一側部に連結しており、前記弁尖第二側部領域は前記
弁尖窓第二側部に連結している、請求項２０に記載の人工弁。
【請求項２２】
　前記接合部ポストのそれぞれから延在する垂直部材を更に含む、請求項２１に記載の人
工弁。
【請求項２３】
　前記弁尖フレームは、実質的に台形形状を有する３つの相互接続した弁尖窓を画定する
、請求項２０に記載の人工弁。
【請求項２４】
　前記弁尖がポリマー材料を含む、請求項２０に記載の人工弁。
【請求項２５】
　前記弁尖が積層体を含む、請求項２４に記載の人工弁。
【請求項２６】
　前記積層体は、フルオロポリマー膜の層を一つより多く有する、請求項２５に記載の人
工弁。
【請求項２７】
　前記弁尖が、複数の細孔を有する少なくとも一つのフルオロポリマー膜を有するフィル
ムを含み、前記少なくとも一つのフルオロポリマー膜の前記細孔の実質的に全ての中にエ
ラストマーが存在する、請求項２４に記載の人工弁。
【請求項２８】
　前記フィルムに含まれるフルオロポリマー膜は８０質量％未満である、請求項２７に記
載の人工弁。
【請求項２９】
　前記エラストマーは、（パー）フルオロアルキルビニルエーテル（ＰＡＶＥ）を含む、
請求項２７に記載の人工弁。
【請求項３０】
　前記エラストマーは、テトラフルオロエチレンとパーフルオロメチルビニルエーテルと
のコポリマーを含む、請求項２７に記載の人工弁。
【請求項３１】
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　前記フルオロポリマー膜がｅＰＴＦＥを含む、請求項２７に記載の人工弁。
【請求項３２】
　人工弁を形成する方法であって：
　一般に管形状を有する弁尖フレームを提供することであって、前記弁尖フレームはフレ
ーム外面と複数の弁尖窓とを画定し、前記弁尖窓のそれぞれは、弁尖窓第一側部と、前記
弁尖窓第一側部の反対側の弁尖窓第二側部と、弁尖窓基部と、弁尖窓上部とを含む、こと
と；
　フィルムを提供することと；
　マンドレルを提供することと；
　前記マンドレルの周りに第一のフィルム層を管形状に巻回することと；
　前記第一のフィルム層上に前記弁尖フレームを置くことと；
　前記フレーム上に前記第一のフィルムを外転させて、前記組立体を画定している前記フ
レーム外面を覆うことと；
　前記組立体を熱セットすることと；
　前記第一のフィルム層をトリミングして、前記弁尖窓第一側部に隣接して従属する弁尖
第一側部領域の少なくとも一部である弁尖強化部材を画定し、弁尖中央領域及び弁尖第二
側部領域を実質的に画定する前記弁尖窓から前記第一のフィルム層を除去することと；
　前記弁尖窓内の前記弁尖窓第二側部の０．５～１．０ｍｍ以内で前記第一のフィルム層
をトリミングすることと；
　前記弁尖第一側部領域の少なくとも一部を画定し、前記弁尖第二側部領域を実質的に画
定する前記弁尖窓から前記第一のフィルム層を除去することと；
　前記弁尖フレーム上に前記第二のフィルム層を形成することと；
　前記組立体を熱セットすることと；
　前記マンドレル上に前記組立体を受容することと；
　前記フィルムを前記弁尖窓上部に渡って前記弁尖窓内に切ることと
を含む、方法。
【請求項３３】
　前記弁尖フレームの周りに前記フィルムを巻回することは、第二のフィルムを前記弁尖
フレームの内面の周りに巻回し、第三のフィルムを前記弁尖フレームの外面の周りに巻回
することを含み、前記弁尖は、前記弁尖窓内で共に連結した前記第二のフィルム及び前記
第三のフィルムによって画定される、請求項３２に記載の人工弁を形成する方法。
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